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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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第29回

今
回
は
社
員
教
育
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
用
語

解
説
す
る
に
は
、
い
ま
さ
ら
感
の
強
い
用
語
で
は
あ
り

ま
す
が
、
高
齢
者
の
就
業
確
保
を
考
え
る
う
え
で
注
目

さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
解

説
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
員
教
育
の
実
施
方
法
は
多
岐
に
わ
た
る

社
員
教
育
と
は
、
従
業
員
の
ス
キ
ル
・
能
力
の
向
上

や
成
長
の
た
め
に
企
業
が
教
育
を
実
施
す
る
、
ま
た
は

学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
わ
か
り
や

す
く
実
施
方
法
か
ら
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

① 

Ｏ
Ｊ
Ｔ
（O

n the Job Training

）
…
職
場
の

上
司
や
先
輩
が
部
下
や
後
輩
に
対
し
、
具
体
的
な
仕

事
の
実
践
を
通
じ
て
教
育
す
る
こ
と
で
す
。
特
に
新

入
社
員
に
対
し
て
は
近
い
年
次
の
先
輩
を
Ｏ
Ｊ
Ｔ

リ
ー
ダ
ー
に
任
命
し
て
、
仕
事
の
指
導
に
加
え
相
談

役
と
し
て
の
役
割
を
に
な
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
入
社

員
の
み
な
ら
ず
Ｏ
Ｊ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
も
つ
な

げ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

② 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
（O

ff the Job Training

）
…
仕
事

場
を
離
れ
て
、
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
し
て
知

識
の
付
与
や
考
え
方
を
教
育
す
る
こ
と
で
す
。
受
講

生
が
一
堂
に
集
ま
り
講
師
と
対
面
し
て
学
ぶ
集
合
研

修
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
で
学

ぶ
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
代
表
的
な
手
段
と
い
え
ま
す
。

③ 

自
己
啓
発
支
援
…
社
員
の
自
主
的
な
自
己
啓
発
活
動

に
対
し
、
時
間
面
、
経
済
面
で
の
援
助
や
手
段
の
提

供
な
ど
を
行
う
こ
と
で
す
。
企
業
が
支
援
す
る
公
的

ま
た
は
民
間
資
格
の
取
得
や
研
修
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の

項
目
や
手
段
を
指
定
し
、
そ
の
条
件
に
合
致
す
る
取

組
み
を
社
員
自
ら
が
行
っ
た
場
合
に
支
援
さ
れ
る
も

の
で
す
。

④ 

キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
…
職
務
や
関
連
す
る
活
動
に
よ

る
経
験
を
通
し
て
、
継
続
的
に
ス
キ
ル
や
能
力
の
向

上
を
図
る
支
援
を
す
る
こ
と
で
す
。
計
画
的
に
部
署

や
職
務
を
変
更
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
経
験
や
能
力

の
幅
を
広
げ
、
適
性
を
見
極
め
る
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
も
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

⑤ 

内
省
支
援
…
自
分
自
身
の
心
の
動
き
や
、
自
分
自
身

が
経
験
し
た
こ
と
を
客
観
的
に
ふ
り
返
り
、
新
た
な

行
動
へ
つ
な
げ
る
機
会
や
き
っ
か
け
を
設
け
る
こ
と

で
す
。
業
務
に
関
す
る
取
組
み
や
行
動
に
つ
い
て
、

上
司
か
ら
本
人
に
伝
え
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談
が

代
表
的
で
す
が
、
短
い
サ
イ
ク
ル
で
実
施
し
、
よ
り

対
話
や
本
人
の
自
主
性
を
重
視
し
た
１ 

ｏ
ｎ 

１

（
ワ
ン
・
オ
ン
・
ワ
ン
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
実
施
す

る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
五
つ
は
各
々
別
々
に
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
、
内
省
支
援
を
一
体
と

し
て
行
う
な
ど
、
体
系
立
て
て
行
う
こ
と
で
よ
り
一
層

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「社員教育」
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社
員
教
育
の
意
義
は
大
き
い

　
社
員
教
育
の
意
義
と
し
て
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、

主
に
次
の
三
つ
で
す
。

・
業
務
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
の
習
得
に
よ
る
労
働

生
産
性
※1
の
向
上

・
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上

・
環
境
変
化
へ
の
対
応
力
の
強
化

企
業
と
し
て
は
労
働
生
産
性
の
向
上
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
関
心
を
持
つ
傾
向
が
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
企
業
が
費
用
を
か
け
て
ま
で
実
施
す
る

ほ
ど
重
要
視
し
て
い
る
か
は
疑
問
で
す
。
厚
生
労
働
省

の
「
能
力
開
発
基
本
調
査
（
令
和
３
年
度
）」
の
企
業

調
査
を
み
て
も
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
ま
た
は
自
己
啓
発
支

援
の
両
方
に
支
出
し
た
企
業
は
１９
・
７
％
の
一
方
で
、

い
ず
れ
に
も
支
出
し
な
い
企
業
は
４９
・
０
％
に
上
り
、

同
調
査
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
に
支
出
し
た
費
用
の
労
働
者

一
人
あ
た
り
年
間
平
均
額
（
図
表
）
は
１
・
２
万
円
、

自
己
啓
発
支
援
で
は
０
・
３
万
円
と
な
ん
と
も
寂
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
景
況
悪
化
に
よ
っ
て
最
初

に
減
ら
さ
れ
る
の
が
社
員
教
育
費
と
い
わ
れ
る
通
り
、

図
表
の
一
人
あ
た
り
平
均
額
で
み
る
と
、
２
０
０
８
年

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
色
濃
い
時
期
に
は
平
均
額
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
政
府
は
労
働
生
産
性
の
向
上
と
、
環
境
変
化

対
応
の
強
化
面
か
ら
、
社
員
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
重

要
視
し
て
い
ま
す
。
内
閣
府
が
発
行
し
て
い
る
『
経
済

白
書（
年
次
経
済
財
政
報
告
）』（
平
成
30
年
）
の
第
２

章
第
２
節
に
「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
人
材
育
成
」
と

い
う
パ
ー
ト
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、
企
業

に
お
け
る
教
育
の
効
果
と
し
て
「
平
均
的
に
は
一
人
あ

た
り
人
的
資
本
投
資
※2
額
１
％
の
増
加
は
、
０
・
６
％

程
度
労
働
生
産
性
を
増
加
さ
せ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

る
」
と
数
値
的
に
示
す
こ
と
で
積
極
的
に
教
育
投
資
す

る
こ
と
へ
の
有
効
性
に
つ
い
て
説
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

技
術
革
新
と
い
う
環
境
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
、
技
術
革
新
を
に
な
う
た
め
の
情
報
処
理
・
通
信
に

た
ず
さ
わ
る
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
、
技
術
革
新
に
代
替
さ

れ
る
こ
と
が
困
難
な
能
力
獲
得
、
リ
カ
レ
ン
ト
（
学
び

直
し
）
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
最
近
メ
デ
ィ
ア
等
で
も
み
か

け
、
高
齢
者
の
就
業
確
保
と
も
関
係
の
深
い
用
語
で
あ

る
た
め
、
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
と
は
、
学
校
教
育
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
た
あ
と

も
継
続
的
に
学
び
直
し
、
仕
事
で
求
め
ら
れ
る
能
力
を

磨
き
続
け
て
い
く
こ
と
を
さ
し
て
い
ま
す
。
大
学
等
の

教
育
機
関
へ
の
通
学
や
通
信
講
座
な
ど
も
含
め
た
自
己

啓
発
に
よ
る
学
び
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
従
事
し

て
い
る
業
務
ま
た
は
そ
れ
以
外
の
分
野
や
最
新
の
知
識・

ス
キ
ル
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
社
内
で

の
さ
ら
な
る
活
躍
や
新
た
な
仕
事
や
職
場
へ
の
挑
戦
な

ど
、
長
い
職
業
人
生
に
対
応
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。
高
齢
者
雇
用
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
の

知
識
・
ス
キ
ル
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
不
足
や
新
た
な
業
務

に
柔
軟
に
対
応
で
き
な
い
と
い
っ
た
点
が
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
に
有
効
な
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、「
終
身
雇
用
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
※1　労働生産性……労働者1人1時間あたりに生み出される付加価値
※2　人的資本投資……人材を「資本」としてとらえ、その価値を最大限引き出すために投資をすること

（万円）
3.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

労働者一人あたり平均値 ３年移動平均

平成
20
年度
調査

令和
元年
度調
査

令和
3年
度調
査

令和
2年
度調
査

平成
30
年度
調査

平成
29
年度
調査

平成
28
年度
調査

平成
27
年度
調査

平成
26
年度
調査

平成
25
年度
調査

平成
24
年度
調査

平成
23
年度
調査

平成
22
年度
調査

平成
21
年度
調査

2.52.5

1.31.3

1.71.7 1.71.7 1.71.7 1.71.7
1.61.6

1.81.8
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出典：「能力開発基本調査（令和３年度）」　厚生労働省

図表　 OFFーJTに支出した費用の労働者一人あたり平均額




